
豪雨害で 

加入の重要性実感 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「平成 30 年 7 月豪雨」で隣接する肱川が氾濫し、すべての生産現

場が濁流にのみ込まれ、多くのハウスが倒壊しました。私のハウスも

例外ではなく、川の増水で流木とともに泥水が流れ込み、当時生育し

ていたシンビジウムの苗は全滅。後で 3・8 メートルの浸水があった

と知りました。 

 園芸施設共済には加入していなかったので、再建するにもすべて自

費で賄うことになり、一時は農業を諦めようと思いました。その後、

豪雨被害が激甚災害に指定され、補助事業を活用した再建の見込みが

立ちました。それをきっかけに花だけの栽培方針を転換し、イチゴや

ミニトマトの栽培にも着手しました。 

 私のハウスが建つ場所は、昭和の初めにも大きな洪水があり、また

起こる可能性があります。備えられるところは備えて仕事をするしか

ないという思いで園芸施設共済に加入しました。 

 被災したとき、最終的には保険等が助けになります。私のように被

災する前に備えておくことが大事だと皆さんに伝えたいです。 
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